
民国元年における新劇同志会の演劇活動

鈴木直

はじめに

中間初期の話}義的1体春t!jlJ争tの活動は主に二期に分け

を前期とし、帰国後を後期とする見方だ。これは当時春1如来上の社員として

に加わっていた欧陽子惜の『刷機春耕iはじよる (1)。それによると日

『熱の公演後春抑制:の活動が停止しており、 1912年にとに帰悶し

ちが新車IJ同志会を組織し、演出の燃には「春tgp劇場Jという看棋を掲げた、そ

こで日本でのと演時期を前期1春暫1Iとし、

っているというのだ。 J漉かに業IrJ製

によって組織された。しかし

ことであり、

ろう

動というのは、これま

Jコ

期[自犠録』があり、ま

ぴ)t舌

史の中で3奇られることはあ

この新藤IJ同志会が組織さ

どのような演劇活動を行っていたのかを知るため、当時の新聞『申報J
P寺報jにおける演劇広告や劇評を調査し、当時の実際の活動を追っていきたい。
そして実際の活動を明らかにした上で、来Ir劇同志会がどう f春相1I劇場j、つま

り春椀社と関連付けられ、中間話劇史の中でどう位置付けられるのかを考禦し

てみたく患う。

1 .従来の説における新劇同志会の活動

先に従来走行場j同志会の活動が演劇史で、どう諮られてきたのかを整理してみた
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し1の

まずこの時期の新藤tlll司忘会の沼紛jを記述したものに、徐慕護の『中間戯髭1]

史~(2 )、京た雑誌『粥者15叢利』にある f春~gp始末記J(幻、同じく雑誌『春柳j

にある「春拶[1社之過去諮J(4)がある。このうち徐築震の『中関戯虜!J史Jに
『新湯~IJ森秋』を参考にした当時の演出記録があり、そこから

の活動を抜粋してみようの

四月

五月

八月

内 -jL-~

丹

七月

を組織、強i顎( にて公演、会員に歓陽予情、

て合同公積。学生遊芸会と新劇

uニ海)にて単独公演。

にて公演。

に起、き、続けて杭州に赴く窃

そして

j で i会員が欧楊予備、呉我尊等j というが、これを『申

考えると張関での公演を行ったのは民間元年四月二十七日、

‘ト八日 (1日i欝三月十一母、十二日)であり、開幕広告を掲載した自のこと

と新劇同志会の上機青年会で、の合演j という

のは?申報j報道での民間元年四月十九呂、二十日 (1日!替三月三日、四臼)の

あたるゆ)から、記述のJI演序は逆になるべきである。それから五月;こ謀

得利での公演とあるのは実際には七月二十七日、二十八日(113密六月十西日、

十五日)の f社会鐘』の公演のことと思われる。徐慕雲の記述する月日は!日潜

と思われ、新長男j同志会が開幕したのは確かにi日暦三月であるが、実際の報道か

らすると民間元年の一月の時点ですでに新劇同志会は名義上は「演劇向志会J

として、?試演Jという形式で、あったにせよ、活動を開始しているのである。

次に『菊部叢刊』の「春哲[1始末記J(7)を見てみよう。そこから新劇!司志会の

上海νで、の活動を抜粋すると、「辛亥の秋の武題発起以来、春榔社員は日本よち

りi諸事に奔走、南北手IJ議が成立してからは、各社員上海にて劇学を研究し脚
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本を編纂、また悶!大!の名流ととも

されたJr事務所在梅幸革路に設けるj、{三月

潟;新車!神~~台で特I~機 J r J泊月
荘j患指定、

I~主連続公演J r七月張1認にて三日公横Jr 

あり、四月、六月、

できる報道と

ゃれ寺報J

赴いていたことによる。

i寅時期な

(し吋ぶれも!日j腎であろう)

iヨ

刊ヨ報』

る。夏から冬にかけては来Ir滋IJ伺志会の活動が Wli:J報』

きないのだが、それはこの時期上海以外に地jゴ公演に

は比較的詳細に記述がなされ、

とし、える。

中心となり、特=に湖南での活動が代表的なもので、

はできないものの、当時の活動の一端を矢口る

とんどが地方

た(8)0 (後には社会教育問から分化し、

び上海に震η、民l調三年には f春持11劇場j を

を共にし

う)。そして再

さJせることにな

2. r春耕劇場Jとしての新劇同志会

であるというの」

めを行ったりしており、それと

無縁であることを表明したのがこ

文明戯;がすでに盛んになり「郎賞の中

る。前年の秋からは新民社や民鳴社といった

行っており、この他にも多くの文明戯劇団が誕生していたのそうした時期に現

時では当然名の知れていたはずの f春樹)Jを冠したi割問が現れても

ない。「春樹}社jの系統にある新劇!南志会のメンバーは、自らの「春拶IlJのiE

統性を主張するために、この時期「春柳劇場j の名を掲げ活動を開始するので

ある。日本で組織された春物11社の正式な後継団体は自分たちであるという

表明をしたのがこの民国三年四月の春1~IJ劇場の開幕なのであっ

拶1]劇場j とし、うのはあくまで劇場の名義であって、出体名としては新劇

を用いた (10)というが、筆者としてはこの時期に敢えて f春耕JJの名を顕示し

たことの意味を開いたし ¥0 r春柳j と名乗るのであれば、帰間後の

吋ヰ
吋
寸
4
2
a
・

日)に『申報』

乗

を名

と{土

(l6J 



らすでに名乗っていても良さそうなものであるが、彼らはそう

を名衆った。その後二年を経てから f春樹)Jの名を前阪に押し出し演劇活動を

開始したのだ。 r-春1~11社j の活弱jを諮るIl寺、日本留学時期の前期春~~IJ と

る

ら

るが、この後期春柳とい

ことが多いっとなると、l立

はどういう位置付けがなされるのか。従来の横庫、IJ史で1ま新藤1]同志会を「春柳派j

として、春相IJの系統を汲む…派という扱いになっている(川。欧!場予備~も『別

総和;fJjIJ~ で[河様に以下のように述べている

[ある-，I時期多くの良い役者が上海に集い、文明戯の全盛なる状況を作り

{ちした。ここで私は思うのだが、上海の新議IJとはやはわ文明戯のことでも

あり、学校演劇、進化問の組織を経てから、 J つの系統となったのであ

春樹i劇場は思1.Jに系統を立てた。だから私は文明戯を中閣の初期話劇の

つの系統とは、一つは任天知率いる進化

1る新露lllf.lJ忠会つまり春柳劇場と言えるつj

していた欽揚予情にとってほ、新劇!奇

としづ枠組みで括れる間体ということになるつ

していたメンバーには前期春樹i社のメンバーも多くし

メンパーが岱天知、李叔問、謝抗白、

したのは潟粋士、羅受士、呉恵f二、蒋鏡(景)

る。以後続いて参加したのが呉我尊、歌j場予{育、胡

鄭!鶴橋、病叔驚、管ノト髭、張冥飛、宋痴捧等だ。j と

fその頃の問志会の人材には本来i躍鏡若、馬緯士、

呉恵{二等がいて、上海に来てから加入したのが董

沈i決議等、また二名の執筆専門の宋

痴捧、張冥飛がし、た。この二人は脚本が書けたし広告や説明書(上演する麟の

あらすじをさきいたもの)も手掛け実に多才多芸で、あったっj とあり (1心、欧楊

る。では、民間元年当時の事Ir場i向志会ではどのようなメンバ
ーがいて、実際どのような活動をしていたのだろうか。実際の報道上での新車j

[17J 

り独自

も春柳社から離れてし 1く。春柳社という名義ではなく申

語t抗自であり、



を以下lこ見ていきたい。

3、『申報3および『時報Jの報道から

が初めて3霊場するのは、 W19:1報~ wn寺報』共に民間je勾 Pl

十八日 いてで、ある(15) W I事報』 を以!ごに拾い出してみ

出演場所は歌舞台で客演として新j則前忠会(この時は演劇i司お会と名乗ってい

る)が参加したということが鬼て取れる。「男女明生合j賞新樹日寺事案Iy戯認知的

とあるから、主に学生を主体とした男友:合演で演はは『織血J、Wn寺報』からは
この『餓lÍll~という演活が

新編新時代劇であること

り、当

える(J6)(~ 1 )。 以下はわj寺報』のjぷ智子である。

「本月三十日

新編時代劇鍛血、

にて開幕、陳べますに、春柳社幹事曾存呉氏の

その筋が活き活きとし絶妙なのは脚本家の特

も

夜七時より

募金は行わない。

る手当日のご光臨を願う。 必ずや諸君を慰める

i苛啓入場券…枚銀健一

これによりこの時の新劇

也役者三十名余りの規模であったことが分かるつ

替p社iこ賛関する者はj といった記述があるように、

{本が春柳社と開系列の団体であることを明機にしていることを見逃して

ない。春相p社の演劇活動を日本留学時期の前期i春柳社と中間に帰国後の後期!春

柳社と見なすとすれば、この民国元年から民間三年の春物Il劇場開幕までの時期

に活動した新劇同志会もまた春哲[l系列の演劇団体と考えられるからだ。

この『餓血』に関しては後日『申報』の「自由談」に劇評が掲載された

劇評によれば、上演場所は歌舞豪、「第一幕逮捕第ご幕公判

議j究第四幕家難第五幕玉砕第六幕血戦j と各幕に付けられたタイト

ノレと「漢口の鎌血の事実を模写して事実を報じるを主としJて作られ

一劇は新臨界とも繋がりがあるj といい登場人物も f主築家Ui時世j というジャ

ーナリストを中心にしているニとから、当時のIl寺勢を反映した革命色の強し
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自であったようだ。そもそもこの公演自体が「助例jつまり

目的にしたものであるから演Itlも自然と時事性があり観客に訴えかけるものに

なったのは当然であろうのこの公演の観客数は千人余りというから、チケット

な依段であっても相当の織客を動員したこと

るクライマックスでは観客

えるから、演じる1Jl1Jの新湯l同志会の熱演と者i[る倒!の観

らもこの藤IJは概ね盛況だったとみていい。

うのは四月十九日のことで、ある(J8i。この時はf中

という名義での公演で、中毒主演劇団との合演で、あっ

iヨと二十日の二日間で中!議青年会を借りている。各自演目

なり、十九日は f打城lí皇~ W!ヨ蓮救母:~ W砂株紅諒Jと1場鏡務編の『家庭思怨記J

り三月と同様の金額だっ

自に『家庭患怨記Jの蕗IJ評がF申

なされている (22)つ

であったこと、陸

それぞれの役柄と役者の

されてから数日後の同月二十七臣、今度は新劇j苛志会が隣幕広

として張闘を婿り、公演日は二十七日、

との合同公演時と j司様 f改良新議各

その中の演毘のーっとしてF家
したことによる再演であるよう

とさらに二等の四角まで、

それ以外に!少意撲券…角備有寄若不取分文」とあるから従者も一角(茶代を含む)

きたのであろう。演劇の他にも{泰西怖景技師中外音柴及箆鵠j とあ

り日新しい商洋の舞台セットや西洋音楽も取り込んだ折衷裂の催しとなった。

四月に開幕広告を出した新劇間志会は、七月にもまた『申報~ ~こ閉幕広告を

いる

f新司;志会開幕広告

悲劇社会鑓この劇は日本の佐藤紅縁氏原作、社会主義を主張する悲劇であ

る。その箱は懐慨激高、舞台セットは高尚で榎美な脚色、練習も熟達し、

誠に今日稀に見る良い劇だ。七月二十八日 (IB暦六月十五日)昼一時夜七

時より英大馬路東の謀得利藤1]1認を借りてと演。切符売り場は英大馬路の間

(19) 



であ

この11寺は日

と

せる

1~1 とし 1 う

されているためと思われるの

間として I~告に公演を行っていたのではなく、 r

るよう

|めとするなど、

客演、演目

張蘇新、

が集合した趣味の段階で、あり、

としての演劇という

ちの成果

を再開するのは十二月ιIヨ(2s) でい

り『家庭恩怨記Jであっ

という名から分か

も募金活動をE:l

している。ここから~

rニこと

4. i春耕劇場Jに至るまで

ける報道上の活動であったが ここで新麟問忘会のメン

ノ{• ._を整理しておきたい。民間元年の報道上に見られる

…月十八自 漫翁、鏡若、存呉、長情(幹事:曾存呉、

四月十九日 鏡若、蘇新、髪、士、

十二月十一日 新議Ij同志会代表包政男、病棟健、

i弓月十四日 馬緯士、呉恵仁、張蘇新、 i凍響心、包斑男、 1m襖鍛、蒋鐘機、金

影有で、ある。

民国三年四月十五日の春朝日劇場開幕11寺のメンバーは、

挑鏡街(明)、蓑天灘、説付先白、呉窟(1二、欧|場予情、呉我幕、管;小髭、易(馬)

緯士、蒋鏡(景)澄、張蘇業庁、胡恨生、厳忍)..，徐求安、宋1戴紅、

(20) 



る。このメンバーを

較べてみると、まず民[~元年のi時点で新蕗IJf抗告;会をまとめていたのは続鏡若で

あり、存呉、位11E!13、主将'1輿慢がそれに次ぐりそれから民間元年にはいなかっ

持IJ科:でl!s忍

している元来の春榔社のメンパーは謝抗白と見我尊という

日本から1I乎びf寄せたとしづ記述(27)があるから、

ら次第に新たなメンパーを増やしていきながら、日本の春

によって彼等をどこれに加えることで、「春拶むを名

乗るに笠ったのではないだろうか。彼らの襟楊する「春柳j の後継である、と

いうこの f春棚IJへの強いこだわり、自らの/レーッを春柳に霞きそこ

を見出そうとする姿勢こそが、新E顧問志会が春樹!の一派であるという証とな

りうる。その姿勢はまた、演ずる演目にも現れるの

『鍛血J~1家庭層、怨詑J ~社会鏡J という演目であるがf社会鍾j

i立13本の原作であり、 f家庭思怨記Jもオリジナルとはいえ、家庭摩IJのカテゴ

人小桃東[と

けている。『家庭恩怨記3は態

こる悲劇を描いたも

も発狂してしまれ最後に伯良は小桃紅

良の愛

申

として革命に生きることを饗う。この『家庭思怨記jは文明戯の代表作とされ、

されるほどの人気作となった3F春柳J所
(29) でも F家経患怨記JJiま十ある脚本

の報道から

十九日ということiこなるが、

は春榔の代表作として

の F家庭怠怨詑jとし

知されるにききるにはやはり新劇問志会の活動が先にありそれを経ることで春梯

の鼠格を深化させることになったのではないだろうか。

結び

らの来rr章、IJ開志会の活動をまとめ、民盟三年の「春柳劇場j 関

ってみた。そして新劇同志会をどう位置付けるか、と

いう閉し¥(こ、筆者としては、新議IJ向志会というのは、従来 f春柳派j とみな

されているように、「春樹i社jの一連の活動の中の過摂的な存在と捉えているα

日本留学時期の前期春綿l社と、帰国後の「春柳劇場Jすなわち後

(21) 



知j春柳おことの!:jコ|聞の時期に、 日本から春柳劇場にきざるまでの橋被

あったといえ、春耕11祉と全く切り離して考えることは不~.能である。

「凡そ新しい運動というものは、必ずや多くの複雑な変化を綾なければな

らない、新劇問志会は各都市に公演に行き、いつも当地の関係者と協力し、

各種選った方式で演出をし、必ずしも同志会の名義を用いなかった。例え

ば湖南で、新たに成立した麟|翠と合作したり、後にまた文社を組織したりの

綴織の名称がどのように変動しようと、問志会の:主旨と作風は少しも

るところがなく、我々はずっと奉柳社の継歌人と自秘していたので、上海

で公演するときに春耕11劇場の看板を掲げ誇りとしたのだ。J(31) 

と欧!場予借が閲憶でいうように、業~蝉IJI南 J窓会と春哲1I劇場には賀した

への自負があった。 依に前期春柑Il社と後期春初1Ft生とを[制如Jというつの大

きながiEと捉えるならば、新劇|南志会はその合間に誕生した森村Ilの系統を引く向

系列の国体とみなせるだろう。新藤1]1司志会を春柳というグ、/レーブにおけ'る

{立と考えて良いように患う。従来前期春相11社の活動と後期春;TJIl社の活動との潤

には新劇同志会が存在していたことは周知であったが、後期春柑Il社というとき

はどうしても民間三年開幕の f春柳劇場j を指しており、そこに歪るまでの道

筋が資料上の制約もあり明確で、はなかっ

活動状況を探る…端であり、

イコ

本論中では活動状況に重点をおいたた

に言及できなかったが、特に代表作の一つで、ある

を改めて考えたい。

[付記]本稿脱稿後、瀬戸宏氏の『中

が上梓された。瀬戸氏はその第一部第六章で

について

明戯の最盛期lVJという寧を立て春初[J社と新劇|司法1会の連続性を認めている。しか

し氏は『申報所載春榔社上演広告』を 1914年の春柳劇場から開始しており、新

藤IJ同志会と春榔劇場とは別の演劇IJJ体とする見解をとっており、筆者とは見解を異

にする。

注

( 1) W回憶春椀~ ((W欧腸予街全集J第六集)p.32によるの

(2) 徐慕雲 F中閤戯爆lJ 5!:.~ (中華民国二十七年十二月 i註界器局)p. 124 ----p. 185が

話劇の章である。

(3) W粥部叢刊~ (民間七年 上海交通図書:館発行)。築者が使用したのは『平j最i史料

(22) 



(博記文学出Jt反社発行)}援であり、

p. 226参燃の

仁I:JO) (雄部n

( 4) W春材I)~ (民間八年春柳雑誌事務所) r春拶11 社之過去~í'fl J (春柳欝主)

p. 111.-.....; p. 113お!弾。

(5) WlfJ報~ (1史観元年i担月二十七日展WJ六

(6) W府報~ (民間見年四月十九日義期3i

WJ六 !日j替壬子年三月初朗自)の広告欄による。

( 7 )性 (3)による。

三月十一日)広告械による。

初三日 、四月二十日~

(8 )湖南i時期、特に社会教育問と文社については欧陽子情の f自我演戯以来J(W歌

第六集 I宇j謂戯劇出版社 1990年)に詳しい。

(9) W申報~ (民額三年四月十七日 1Iヨj替申寅三月三十三日)による。

(10) 欧i場予備引き我掠戯以来~ (W欧!場予構全集j第六集 p.38) 
蔚京路、タト滞!コ斑?専務j戒鵠，用春樹別坂1的名え汗演。但是|車体迩是用新郎

(11) !I'!:jコ関現代j戯!説l史稿J ともに f春柳社と春柳派Jという輩を設け、

新!割問志会をその春~Ilの後継として記述している。

(陽i自麗筆健主線 中間戯場!出版社 1989年p.53)

flJ、辛亥革命的第:年十一九一二年〕汗虫色 j結接関到関内的原春椀成員在賠鏡若、

歌118予備的強専下ザ充力量F 提嬢fF援活Jl;IJ創作与槙出活功。員然春1罪組こ的名称、己不

友存高，担他的的演劇寂会多的関体中イ乃保持着独特的訴し才番号被勅:方 “春柳派円新

尉っ

7中j諸活!葬li昌史](葛一虹主端 1997年 丈記芸術出版社 p.14)

辛亥革命吋期，不少春柳同人奔赴革fri，先暇顔及演間q 武畠起又成功之后，時鏡

山度当主t者s管H守的秘:j:&，弓鋒士塩担{壬了謀、lk庁的科t七誌有砦成長イ故了官3 不久，

南北奴和， 1也fI'J)Z非官九人~，試薬 J二樺，出;鴇競若友起鏑生H新制問忠会，日す{母是寵

一九九一二年初。新郎問者会在球関本行首演，演出活Ij目是階犠若倒的七幕制《家庭恩

怨i己))" (中略)人人春柳社到新劇関志会，春榔間人的中堅力量絞方稔定，有?彰成了昌

己的jヌ~i絡。布我j認早期活1~1J的投展中，独成一派。 j

(12) n国賠春樹IJ~ ((WI致i場予備金集J第六集)p. 187参照。

(13)注(1)に問じ。 p.33参摂。

(1 4) 徐半梅『語感IJ諸!J始期間憶鍛~ (中国戯騨i出版社 1957年)p. 79参照。

( 15)決闘え年元月十八日(I!ヨ藤辛亥十←円三十日 墨期四)の広告構による。

(16) WII寺報』民間元年記月十八日の広告による。

(23J 



(17) W 申報~ i自由談 !事IJIT~1J (1知事j元年月月廿二 1:1 II;~ I辞半i<+'二月初….I~I ;是j事1.) 

による。

(18) Wu寺報~ (民|調元年四月十七日 !日!欝壬子年三月初IJ~.. Iヨ 思期三)、 WI;I~ 報J

元年開月十九日息期支 11:=1)欝壬子年三月初三日、 17日月ト|ヨ駐英JJ大 11ヨ!欝名子年

月初割自)の広告欄によるo

(19) 中華演劇i現については詳細不明。 ただ W1~3 報~ .I::-c:'民間元年間月五日に11':1]お募

集広告を、十五日には閉幕広告を掲載している。それによると向肉体は!牒史時事

新制を j二演し社会教育の提唱を主とするJl~ìJ体であり、閉幕にあたり rr東京より

婦隠した文士露IJI奇志会を誘い腕月十九日二十。 1:]両日青年金を借り開幕するj とあるの

後日の報道からここでいう

ると断定できる。

というのが のことであ

(20) 広告とに f梼助演:献鱗I~刻i禁煙 r:l:1 とあるからこの11寺も病I1完への寄付を

自 (~力に公摘を行っており、惑静活動としての公演であったことが分かるの

(21) この tl寺の『家藤恩怨記~ ，立大幕で、あったようだ。現夜テキストとして存政する

のは七幕までのものであるの

(22) r 申報~ r自由談J(民間見年間月二十二r:3犠期J....， 1日!静子J子三月初六 13)劇評

f演劇!南志曾主Ifl暴J(家庭息怨記)評 (昔酔)j及び!製j評(二) (民i調j英国元年四月

二十三日昼期二 !日!欝子三月初七日)によるの

(23) W 防報~ (民間元年四月二十七自壊j朝六 !日}替1:子三月十イヨ) J主幹織によるm

また翠日二十八段 iこも閉じ広告が掲載されているの

(24) Wヰヨ報JI(民間元年七月 i十七日皐期大 !日!静壬子六月十UCJ1:1 )広告欄による。

(25) 咋士会鐘Ji土原作は日本の性j藤紅繰の f議の饗j。なおこの作品については飯塚

容了性藤紅繰の脚本と中間の新劇l…一一 f持u 中央大学

文学部 157号 1995年 2月)に詳しいの

(26) U申報』および『時報~ (共に民隠元年十二月十四母農期大 II::IJ替壬千十ザ升初

六自) 広告欄による。

(27) 注 (13)に同じ。 p.33夢照。 1913年に湖南の社会教育i謡と公演を行うにあたり

日本;こ電報を打ち呉我尊をi呼び寄せたというっ

(28) U家庭怨怨記』の脚本は現在残っていない。 部恨生による憶述
中国戯創出版社 1989年所収)と、 f新劇考』に収録された幕表があるが、両者に

は幕数や人物に違いが見られる。

(29) U春柳~ (第一年第八期、 p.809 "" 812) による。

(30)瀬戸*n不如帰』和『家}定患怨詑』比較JI(u中国務劇研究』第十湾立 文化主主新
(24) 



IjIIJ~よれ 2004 1，1'-9 ) I )によれば、 L¥:IEl :_{!三 ~LlJj ト仁川の右~1911ゆIJ易 IJf\鼎心、らう JC

ぴ)II¥Jに が L出され;式市!数は 20)11)であるとし、う υ

(31 ) 比(1 )にII;Jじ心 p.16b参lKtυ

一

札

欝

『時報』畏国元年一月十八日

菌2

[25) 


